
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のマメ知識：【インターネット公売について】 

インターネット公売とは、税金の滞納者から差し押さえた財産を、国税庁や地方自治体がインターネット上で

入札販売する制度です。従来の会場での公売に比べ、時間や場所の制約がなく、全国どこからでも入札に参加 

できる利点があります。主に「ＫＳＩ官公庁オークション」というプラットフォーム 

が利用されています。出品される物件は不動産、自動車、貴金属、骨董（こっとう） 

品、電化製品など多岐にわたります。入札に参加するには、事前に参加の申し込みを 

行います。個人の場合はマイナンバーカードなどの本人確認書類が必要です。落札代 

金は即日または指定期日までに納付する必要があり、支払い完了後に物件の引き渡し 

が行われます。なお公売は税金の徴収を目的としているため、物件は原則として現状

のままで売却され、返品や交換はできません。このシステムにより税の徴収効率が向上し、また一般市民にと

っても、さまざまな物件をお得に購入できるといわれています。一度ご覧になってみてはいかがでしょうか。 

今月のキーワード：【commence】 
「卒業式」を“graduation”というのは聞いたこ

とがあると思いますが“commencement”という

呼び方もあります。こちらは「開始・始まり」の

意味があり、人生の「始まり」という意味から来

ているようです。その動詞形“commence”は「（～

を）開始する・始める」という意味です。“This 

License Agreement shall commence upon the 

payment.”「このライセンス契約は支払いと同時

に開始されます」“Let the party commence!”「パ

ーティーを始めましょう！」などと使います。 

４月１４日は「オレンジデー」。かんきつ類の産地

として知られる愛媛県「ＪＡ全農えひめ（全国農

業協同組合連合会・愛媛県本部）」が制定しました。

ところで、なぜこの日が記念日に？その由来は２

月１４日のバレンタインデーと、３月１４日のホ

ワイトデーを経て結ばれた恋人たちに「オレンジ

の花の咲くこの季節に絆を深めてほしい」という

願いが込められているのだとか。ちなみにオレン

ジは白くかぐわしい花を咲かせますが、花言葉は

「花嫁の喜び」ですから、まさにピッタリですね！

オレンジデーは「第三の愛の記念日」とも呼ばれ、

オレンジやオレンジ色のプレゼントを贈り合う日

とされています。例えば記念日発祥の地・愛媛の

かんきつ類なら、清見タンゴールや河内晩柑、甘

夏柑が旬を迎えており、おすすめといえそうです。

新生活で慌ただしいなか、大切な人と愛を確かめ

合いつつホッと一息。オレンジデーには心と体に

ビタミンを補給してみてはいかがでしょうか。 

欧米では間もなくイースター。赤茶色の伝統

的なイースターエッグは玉ネギの外皮の煮汁

で卵をゆでて作ります。卵の殻にハーブなど

の葉を貼り、葉がずれないように卵をストッ

キングに入れて端を結んでゆでると、模様入

りのイースターエッグの完成です。 

桜の季節を前にした日本列島は静かな雨に包まれます。関東以西では、菜の花が咲く頃の雨を「菜種梅雨（な

たねつゆ）」と呼び、空は幾日も灰色に染まります。別名は「催花雨（さいかう）」。菜の花をはじめ、さまざ

まな花を咲かせる雨という意味です。この時期の雨は、春の花々を目覚めさせる命の水というわけですね。 
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今月の商売のヒント：【植物に学ぶ人生の知恵】 

 

植物の生育過程には、私たちの人生に通じる深い知恵が隠されています。例えば麦は若芽の時期に踏まれるこ

とで、かえって力強く成長します。乾燥地帯の木々は、水を求めて太い根を地中深くまで伸ばし、その結果と

して強風にも耐えうる強靭（きょうじん）さを獲得します。またトマトは必要最小限の水で育てたほうが、よ

り凝縮された味わい深い実をつけることがよく知られています。 

 

これらの自然の摂理は、私たちの人生における困難や試練の意味を考えさせてくれます。快適な環境で育った

植物は、表面的には順調に見えても、実は浅い根しか持たず、わずかな風雨で倒れてしまいかねません。同様

に人生における日々の苦労や困難は、私たちの内面に深い根を張らせる機会となります。苦境に直面したとき、

それを単なるつらさとして避けるのか。それとも自己を強化する機会と捉え直すのか。それは新たな商売への

挑戦かもしれませんし、人間関係のいざこざ、あるいは健康上の問題かもしれません。 

 

いずれにしても困難だと感じるのは、まだその経験が不足しているからともいえるでしょう。誰もが何らかの

苦労を抱えています。表面的には順風満帆に見える人の人生も、実は見えないところで深い根を張る努力を重 

ねているかもしれません。逆境こそが私たちを成長させる肥沃（ひよく）な土壌となり、つらい状況は自己を 

強化できるありがたい出来事となる。そう解釈できたら、日々の困難は、より大きな 

試練に備えるための準備期間となるに違いありません。 

何事も忍耐強く取り組めば、やがてその苦労は糧となり、想像以上の強さを身に 

つけることができると信じて進みたいものです。 

【スタッフブログ】 

JR 広島駅の新駅ビル「ミナモア」が 3 月 24 日にいよいよ開業となります。商業施設には 200 店近くの店舗が入

り、ホテルグランヴィア広島の宿泊棟や映画館もオープンすることとなっています。国内初となる路面電車の駅

ビル 2階への乗り入れは、今年の夏頃の開通を予定しています。一方、そごう新館跡地に水族館がオープンする

ことが発表されるなど、紙屋町・八丁堀周辺の再開発プロジェクトも進んでおり、広島市内がにぎわいを見せ、

経済的にも活性化されることに期待が高まります。 


